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故
郷
の
　
渓
荒
く
し
て
　
砂
あ
ら
ず

　
岩
を
飛
び
飛
び
　
鮎
は
釣
り
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

上
手
に
食
べ
ら
れ
る
か
な

　
7
月
6
日
に
鶴
野
内
の
養
護
老
人

ホ
ー
ム
鈴
峰
園
で
は
毎
年
恒
例
の

ソ
ー
メ
ン
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
鶴
野
内
保
育
園
の
児
童

33

ｼ
も
同
園
を
訪
れ
、
七
タ
飾
り
を

い
っ
し
ょ
に
作
る
な
ど
し
て
交
流
を

深
め
た
後
、
中
庭
に
準
備
さ
れ
た
昼
食

会
場
で
、
ソ
ー
メ
ン
流
し
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
最
初
は
思
う
よ
う
に
つ
か
む
こ
と

が
で
き
す
、
歯
が
ゆ
そ
う
に
し
て
い
た

園
児
達
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
つ

か
み
方
の
こ
つ
を
つ
か
ん
だ
の
か
、
上

手
に
ソ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
’

ζ

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨



　　　　　　ロ蠣8ご’り②■

　7月6日（火）に告示された農業委員会委員選挙は、定員12名に対して立候補者も12名であったため、

無投票で当選が決まりました。

　選挙による新しい農業委員会委員は次のとおりです。

若
藤
　
　
健

　
　
（
羽
坂
・
6
5
歳
）

谷
ロ
健
吾

　
　
（
田
野
・
5
9
歳
）

著
猛
翻

佐
藤
欣

　
　
（
越
表
・
4
6
歳
）

白
白
將
成

　
　
（
二
瀬
・
5
5
歳
）

塩
月
　
　
東

（
鶴
野
内
・
6
2
歳
）

高
山
　
　
博

（
八
重
原
・
6
6
歳
）

藤
榮
　
　
築

（
迫
野
内
・
6
5
歳
）

黒
木
鉄
夫

　
　
（
寺
迫
・
5
8
歳
）／・．へ

三
浦
　
　
定

　
　
（
坪
谷
・
5
0
歳
）

山
本
建
男

　
　
（
仲
深
・
4
5
歳
）7

関
野
安
弘

　
　
（
福
瀬
・
6
1
歳
）

高
野
今
朝
男

　
　
（
寺
迫
・
4
9
歳
）

ジ、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥3900㈹まで〉

新
収
入
役
に

海
原
孝
徳
氏
（
小
野
田
・
6
・
歳
）

　
黒
木
一
希
前
収
入
役
が
6
月
3
0
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
り
、
後
任
に
小
野
田
の
畝
原
孝
徳
氏
（
前
教
育
次
長
）

が
3
6
代
目
の
収
入
役
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

執
行
部
の
一
員
と
い
う
立
場
か
ら
町

政
発
展
に
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

専
心
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
指
導

ご
鞭
燵
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

陛
融
羅
雌
…
」

ヨ
ロ
ロ
　
コ
コ
む
ロ
ア
も
ロ
リ
に
し
サ
サ
　
ゆ
ロ
で
ロ
ロ
　
コ
あ
の
リ
ゼ
し
　
の
ロ
む
　
ア
も
ロ
　
ま
コ
ロ
く
コ
　
む
ヌ
リ

一
盛
原
収
入
役
の
｝

昭
和
3
1
年
7
月

　
　
　
東
郷
村
役
場
入
庁

昭
和
3
6
年
3
月
～
昭
和
4
2
年
3
月

　
　
　
東
郷
村
農
業
共
済
組
合

平
成
元
年
1
0
月

　
　
　
開
発
整
備
課
参
事

平
成
3
年
4
月

　
　
　
病
院
事
務
局
長

平
成
7
年
4
月

　
　
　
教
育
次
長

平
成
1
1
年
3
月

　
　
　
東
郷
町
役
場
退
職

1
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

　
ヘ
イ
ミ
ッ
シ
ュ
・
プ
レ
ス
ト
ン

・
《
1ご馬

う
ど

睡
町
政
の
発
展
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す

　
私
、
こ
の
度
、
は
か
ら
ず
も
収
入

役
に
選
任
を
い
た
だ
き
、
7
月
1
日

付
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
身
で
ご
ざ

い
ま
す
が
誠
心
誠
意
つ
と
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
与
え
ら
れ
た
任
期
中
、
収
入
役
の

職
責
を
全
う
す
る
こ
と
は
勿
論
、
町

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
収
入
役

黒
木
一
希
氏」

　
私
、
6
月
3
0
日
を
も
っ
て
退
任
い

た
し
ま
し
た
。
収
入
役
一
期
4
年
、
職

員
時
代
か
ら
す
る
と
3
9
年
余
り
の
長

き
に
わ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご

厚
情
、
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
何
か
と
お
世
話
に
な
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
変
わ
ら
な
い

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
、
も
う
東
郷
町

で
の
1
年
間
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
1
年
間
と
言
え
ば
短
い
間
で

す
が
、
と
て
も
価
値
が
あ
る
1
年
間

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
学
び
、
良
い
友
達
も
で

き
、
東
郷
町
で
経
験
し
た
こ
と
は
、
き
っ

と
将
来
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
1
年
間
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
新
し
い
挑
戦
に
立
ち

向
か
う
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
？
　
と
り
あ
え
ず
、
今
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
っ
て
家
族

や
友
達
と
会
う
つ
も
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
日
本
に
戻
っ
て
横
浜
の

桐
蔭
学
園
で
国
際
交
流
員
と
し
て
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
け
ど
、
東
郷
町
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
同
時
に
悲
し
い
で
す
。

　
こ
の
1
年
間
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
方
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
伝
え
た
い
で
す
。
私
の
後
任

は
も
う
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
ま
た
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

町
職
員
人
事
異
動
（
7
月
1
日
付
）

　
介
護
保
険
事
務
に
対
応
し
て
7
月

1
日
付
で
住
民
課
に
介
護
保
険
係
を

新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
住
民

課
職
員
の
人
事
異
動
発
令
を
行
い
ま

し
た
。【

課
長
】
住
民
課
長
兼
介
護
保
険
係

長
事
務
取
扱
（
住
民
課
長
）
川
越
　
洋

【
係
長
】
国
民
健
康
保
険
係
長
（
保

険
年
金
係
長
）
植
野
浩
人
　
▽
住
民

年
金
係
長
（
住
民
係
長
）
海
野
真
里

【
主
査
】
介
護
保
険
係
兼
住
民
年
金

係
（
保
険
福
祉
課
福
祉
係
）
若
林
里
美

▽
介
護
保
険
係
兼
務
（
同
）
一
政
多

栄
子
　
▽
国
民
健
康
保
険
係
兼
住
民

年
金
係
（
保
険
年
金
係
）
松
木
敦
美

【
主
事
】
介
護
保
険
係
（
保
険
年
金

係
）
糸
平
和
紀
　
▽
住
民
年
金
係

（
保
険
年
金
係
）
斧
　
由
美
　
▽
同

（
住
民
係
）
小
林
潤
司

【
技
師
】
介
護
保
険
係
兼
務
（
保
険

福
祉
課
福
祉
係
）
稲
田
智
代
美

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　　1轡うこ一’，

◎
飲
酒
運
転
を
絶
滅
し
ま

　
し
ょ
・
つ

　
飲
酒
運
転
は
、
死
亡
事
故
等
の
重

大
事
故
に
直
結
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
き

逃
げ
事
件
の
逃
走
理
由
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
し
た
た

め
に
、
人
生
を
狂
わ
せ
た
者
は
数
知

れ
ま
せ
ん
。

　
自
分
と
大
切
な
家
族
の
た
め
に
飲

酒
運
転
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

つ
飲
酒
運
転
を
す
る
と
次

　
の
よ
う
な
社
会
的
責
任

　
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す

◎
刑
事
上
の
責
任

　
・
酒
酔
い
運
転
～
2
年
以
下
の
懲

　
　
役
又
は
1
0
万
円
以
下
の
罰
金

　
・
酒
気
帯
び
運
転
～
3
月
以
下
の

　◎
・零

れ臨く回飲い合酒事停喋り酒戦をが影酒懲
がで取合酒こは言上止気消酔上言で響酔役

の
責
任

い
で
事
故
を
起
こ
し
だ
場

、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な

と
が
あ
り
ま
す
。

運
転
で
事
故
を
起
こ
し
た

、
過
失
（
落
ち
度
）
を
大
き

ら
れ
、
損
害
賠
償
等
の
算

不
利
な
扱
い
を
受
け
る
恐

あ
り
ま
す
。

　　　◎
・　　・行　　　　　　　　※

帯しいのいきにい又
び
運
転
～
運
転
免
許
の

は
5
万
円
以
下
の
罰
金

運
転
～
ア
ル
コ
ー
ル
の

よ
っ
て
、
正
常
な
運
転

な
い
恐
れ
の
あ
る
状
態

ま
す
。

責
任

運
転
～
運
転
免
許
の
取

あ
な
た
は
守
っ
て
い
ま
す
か

　　

@　

@　

�
ﾊ
ル
ー
ル

　
今
年
に
入
り
本
町
で
は
、
例
年
を
上
回
る
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
交
通
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
通
事
故
の
中
に
は
運
転
者
が
当
然
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
犯

し
た
が
た
め
に
事
故
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
運
転
者
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
本
町
に
お
い
て
特
に
交
通
違
反
検
挙
数
の

多
い
飲
酒
運
転
に
関
す
る
特
集
と
来
年
4
月
か
ら
義
務
付
け
さ
れ
る

「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

矧
ご
皿

◎
う
二

㌧
亀
．塑

平成11年度　公民館バレーボール大会

寺迫（男子の部）、坪谷（女子の部）優勝
　平成11年度の公民館バレーボール大会が6月20日（日）に町中央公民館をメイン会場に開催され、男女とも

昨年同様、寺迫公民館（男子）、坪谷公民館（女子）がそれぞれ優勝しました。

　この日は、町内全域から男女22チーム、約35〔洛の選手役員が参加して行われ、熱戦を繰り広げました。

　結果は次のとおりです。

　【男子の部】

Aパート

　寺　迫2－0坪谷
　八重原2－0田野
　坪谷2－0鶴野内
　寺迫2－0八重原
　鶴野内2÷0田　野

　
坂
瀬
田
内
瀬
田

　
　
　
三
野
　
野

　
羽
福
小
迫
福
小

　
0
0
1
0
0
0

　
一
　
一
　
｝
　
「
　
一
　
一

　
9
】
9
臼
9
臼
n
乙
9
臼
9
臼

ト
表
内
深
坂
深
表

一
　
野

パ
越
迫
仲
羽
仲
越

B

Aパートは、．寺迫・坪谷、Bパートは越表・仲深が決

　
　
深
谷
表

　
　
仲
坪
越

　
　
0
1
0

　
　
「
一
　
一

　
　
9
】
2
2

。
　
迫
表
迫

出
ト

進
ン
腰
越
寺

ヘ
メ

ト
ナ
合
合

ン
一
試
試

メ
ト
ー
2
戦

ナ
勝
第
第
勝

一
決
　
　
決

ト勝

　【女子の部】

Aパート

　鶴野内2－1越　表
　羽　坂2－0田　野
　小野田2－1越　表
　羽坂2－1鶴野内
　小野田2－0田野

　
原
瀬
深
瀬
深
内

　
重
　
　
　
　
野

　
八
福
仲
福
仲
迫

　
0
0
0
0
0
0

　
一
一
　
一
　
一
一
　
［

　
9
臼
9
臼
9
臼
9
臼
9
臼
9
臼

ト
内
谷
迫
原
谷
迫

一
野
　
　
重

パ
迫
信
順
八
坪
寺

B

　Aパートは、小野田・羽坂、Bパートは寺迫・坪谷が
決勝トーナメントへ進出。

　決勝トーナメント
　　第1試合　寺　迫2－0小野田

　　第2試合坪谷2－0羽坂
　決勝戦　坪谷2－1寺迫

チャイルドシートで子どもの命を守ろう／

マイカーでお出かけの時には、チャイルドシー

トの使用を／

「安全運転だから交通事故には遭わない」と思っていません

かP交通事故はいくら自分が注意していても、巻き込まれてし

まうこともあります。チャイルドシートでかけがえのない命を守っ

てあげましょう。（減点対象）

成長段階に合わせたチャイルドシートを／

★ベビーシート…新生児～9ヶ月くらいまでの赤ちゃん用

　　　　　体重10㎏未満
★チャイルドシート…年齢6ヶ月くらい～4歳程度

　　　　　　体重7㎏～18㎏程度
★ジュニアシート…年齢4歳くらい～10歳程度

　　　　　　身長130センチくらいまで

※上記の体重、年齢は目安です。各製品で適用範囲は異なります。

チャイルドシートは体重32㎏程度（10歳程度）までの子どものた

めに用意されています。どのタイプが適しているか確認の上、体

格にあったチャイルドシートを利用しましょう。

　　レ　　　　　　F謡

抱っこでは守れない子どもの命
子どもを抱っこした状態で交通事故を起こしたらどうなるで

しょうか？

時速40キロで正面衝突した場合、衝撃力は瞬間的に子どもの

体重の30倍にもなりとても支えることができません。ダッシュ

ボードで強打したり車外に放り出されたりと大変危険です。

チャイルドシートは習慣化が大切／
子どもに、小さい時からのチャイルドシートの着用習慣を身につ

けさせることは、将来のシートベルト着用の意識に結びつく大事

な安全教育の一つです。

▲白熱したゲームの連続 ▲緊張感漂う開会式

墜
ノ

7
月
1
3
日
に
行
わ
れ
た
、

夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
様
子
（
鶴
野
内
）

▲選手宣誓をした坪谷の三浦岳史さん

幼
稚
園
は
扉
し
ま
り
て
栴
壇
の

白
き
花
房
に
夕
日
の
あ
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

胸
の
動
悸
お
さ
ま
ら
ぬ
夜
更
け

目
覚
め
み
て
祖
に
頂
き
し
命
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

青
葉
吹
く
風
爽
や
か
な
五
月
晴
れ

老
い
の
仕
事
と
妻
と
茶
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

食
欲
の
な
き
友
を
見
舞
ひ
帰
り
来
て

蕗
の
佃
煮
や
は
ら
か
く
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
絹
代

約
束
の
時
来
し
ご
と
く
花
萎
む

時
計
草
の
ひ
と
日
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

春
を
訪
ふ
奥
日
向
路
は
．
霧
は
れ
て

房
垂
る
る
藤
の
盛
り
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

裏
山
の
若
竹
は
目
に
鮮
鮮
し

う
ぐ
い
す
の
声
の
と
と
の
ふ
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

明
け
き
ら
ぬ
朝
の
し
じ
ま
に
声
透
る

時
鳥
の
声
に
我
は
目
覚
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
園
男

介
護
に
も
企
業
の
思
惑
の
あ
る
と
言
ふ

人
手
な
き
町
の
行
く
末
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

解
禁
日
の
夕
べ
に
訪
ね
来
し
甥
は

生
き
た
る
鮎
を
夫
に
差
し
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

若
き
日
に
心
な
や
み
て
参
り
た
る

雪
の
高
野
山
を
老
い
て
夢
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

朝
毎
に
失
禁
の
始
末
す
る
こ
と
も

日
課
と
な
り
て
梅
雨
に
入
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

軟
ら
か
き
泥
の
匂
ひ
の
す
る
早
苗

今
年
は
宙
の
ま
だ
稚
な
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

手
に
も
つ
は
数
少
な
く
も
缶
拾
う

日
課
と
な
り
し
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

欠
席
を
決
め
し
古
稀
の
同
窓
会

喜
寿
と
な
る
東
京
の
会
を
我
が
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

短
歌
尾
鈴
短
歌
一

著灘 ∵嘱胤

第
1
1
部
（
仲
深
）
が
優
勝

1
平
成
1
1
年
度
消
防
操
法
大
会
一

　
梅
雨
空
の
広
が
る
6
月
2
7
日

（
日
）
、
平
成
1
1
年
度
の
消
防
操
法
大

会
が
、
坪
谷
の
牧
水
公
園
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
開
会
前
か
ら
強
い
雨
が

降
る
な
ど
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
開
会
式
が
始
ま
る
と
雨
は
上
が

り
、
絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
で

の
操
法
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
の
消
防
団
員
2
3

5
名
が
出
動
し
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
が
、
見
ご
た
え
の
あ
る
操

法
の
連
続
に
集
ま
っ
た
町
民
の
方
々

も
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

【
大
会
結
果
】

優
　
勝
　
第
1
1
部
（
仲
深
）

部
長
水
野
順
一
　
指
揮
者
黒
田
一

喜
　
1
番
員
三
浦
保
幸
　
2
番
員

三
河
弘
三
　
3
番
員
大
石
敏
幸

準
優
勝
　
第
1
0
部
（
田
野
）

部
長
黒
田
正
　
指
揮
者
稲
田
一

男
　
1
番
員
小
川
強
　
2
番
員

磯
貝
太
　
3
番
員
谷
口
博

第
3
位
　
第
3
部
（
迫
野
内
）

部
長
黒
木
光
一
　
指
揮
者
池
田
信

幸
1
番
員
佐
藤
康
彦
　
2
番
員

佐
藤
忠
彦
　
3
番
員
木
村
秀
幸

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900（14）まで〉
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農業×夢＝認定農業者

春木重行さん
　　（迫野内）

○
現
況
と
ム
フ
後

　
　
の
経
営

　
現
在
は
、
妻
と
2
人

で
ハ
ウ
ス
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
を
中
心
に
夏
秋
野

菜
を
組
み
合
わ
せ
た
複

合
経
営
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
規
模
と
し
て
は
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
三
十
ニ

ア
ー
ル
・
夏
秋
野
菜
を

十
ア
ー
ル
作
付
け
し
て

ノ
、

’

い
ま
す
。

　
当
初
、
二
人
は
別
の
仕
事
に
就
い

て
い
て
、
そ
の
収
入
で
生
活
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
格
的
に
平
成
三
年
か

ら
ハ
ウ
ス
で
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
に

取
り
組
み
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
二
人
と
も
農
業
を
し
た
経
験
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

不
安
な
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
関

係
機
関
の
指
導
・
支
援
に
よ
り
こ
れ

ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

作
業
内
容
に
つ
い
て
は
妻
と
収

穫
・
管
理
を
分
担
し
て
や
っ
て
お
り

常
時
雇
用
を
一
人
、
ま
た
収
穫
最
盛

期
に
は
雇
用
を
増
や
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
更
に
技
術
を

向
上
さ
せ
、
収
量
の
引
き
上
げ
・
品

質
の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
規
模
拡
大
に
つ
い
て
は
、
跡
継
と

な
る
者
が
ま
だ
幼
い
た
め
先
の
こ
と

は
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
時
期

　
　
㌦
，
　
が
き
た
ら
家
族
内
で

　
　
　
　
考
え
た
い
と
思
っ
て

　　　　　践

灘忌
夢

。い卿メ`

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
農
業
と

い
う
仕
事
を
楽
し
み

な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
ど

．
．
う
そ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
自
然
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、

自
分
の
労
力
で
物
を
生
産
し
た
い
、

や
れ
ば
や
っ
た
ほ
ど
に
見
返
り
が
あ

る
、
そ
う
い
う
喜
び
の
あ
る
農
業
に

希
望
を
託
し
、
平
成
三
年
に
夫
婦
と

も
脱
サ
ラ
し
、
農
業
を
始
め
ら
れ
た

春
木
重
行
・
章
子
さ
ん
夫
婦
で
す
。

　
奥
さ
ん
の
章
子
さ
ん
が
最
初
に
農

業
を
や
り
た
い
と
重
行
さ
ん
に
話
を

さ
れ
、
二
人
で
論
議
を
重
ね
た
末
に

当
時
の
勤
め
を
二
人
と
も
辞
め
、
平

成
三
年
に
十
六
ア
ー
ル
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
始
め
た
と
顔
を

見
合
わ
せ
話
さ
れ
る
二
人
か
ら
は
仲

の
良
い
幸
せ
な
家
庭
が
築
か
れ
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
の
年

（
平
成
三
年
）
は
、
技
術
・
経
験
も
な

く
始
め
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
作
り
を
、
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
農
協
等
の

暖
か
い
指
導
と
励
ま
し
の
も
と
で
十

ア
ー
ル
当
り
十
四
ト
ン
の
生
産
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
価
格
も
良
か
っ
た

と
、
そ
の
と
き
の
喜
び
を
懐
か
し
く

振
り
返
る
よ
う
に
話
さ
れ
る
顔
に

は
、
農
業
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
い

う
表
情
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
四
年

に
は
十
六
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
を
増
棟

し
三
十
ニ
ア
ー
ル
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　
そ
の
後
収
量
も
価
格
も
低
迷
し
、

農
業
の
厳
し
さ
を
受
け
た
。
ミ
ニ
ト

マ
ト
栽
培
の
合
闇
に
は
、
キ
ュ
ウ

リ
・
茄
子
の
露
地
栽
培
を
手
掛
け
な

が
ら
現
在
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
て
い

ま
す
。
重
行
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
栽
培

技
術
等
に
つ
い
て
話
を
す
る
と
き

は
、
家
内
の
技
術
内
容
を
信
用
し
俺

は
そ
れ
に
従
う
だ
け
だ
と
優
し
く
奥

さ
ん
を
い
た
わ
る
言
葉
が
出
ま
し

た
。
こ
の
二
人
の
暖
か
い
信
頼
が
楽

し
く
農
業
を
や
っ
て
い
け
る
秘
訣
で

も
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
収
穫

が
始
ま
る
と
重
行
さ
ん
が
、
一
般
的

な
管
理
を
受
け
持
ち
、
奥
さ
ん
が
収

穫
を
受
け
持
つ
（
雇
用
一
人
）
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
の
分
担
を
し
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
。
現
在
二
ヶ
所
あ
る
ハ

ウ
ス
を
一
ヶ
所
に
ま
と
め
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
規
模
拡
大
・
省
力
化
に

つ
な
が
る
の
だ
が
と
望
み
を
話
さ
れ
た
。

　
農
業
を
や
っ
て
嬉
し
い
こ
と
は
、

自
分
の
生
産
し
た
も
の
を
隣
近
所
や

知
人
等
に
あ
げ
て
、
味
が
よ
く
美
味

し
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
と
き
は
農
業

を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
と
奥
さ
ん
は
話
さ
れ

る
。
家
族
は
五
人
で
長
男
は
就
職
し
、

二
人
が
学
校
に
行
っ
て
い
る
。
春
木

さ
ん
の
夢
は
「
子
供
と
一
緒
に
農
業

を
や
る
こ
と
だ
」
と
小
学
六
年
生
の

子
供
に
ほ
の
か
な
望
み
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
。
栽
培
技
術
研
修
会
等
に
も

常
に
二
人
で
参
加
し
、
新
し
い
感
覚

を
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
の
仲
の
良
い

重
行
・
章
子
夫
婦
に
は
、
必
ず
望
み

が
か
な
う
こ
と
が
出
来
る
と
確
信
し

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・9　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　　　　　　eg　　　　　　　　　　　　　　　e，　　　　　　　　　　　　　　◎ψ　　　　　　　　　　　　　eψ　　　　　　　　　　　　　e9　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　ひ，　　　　　　　　　9，　　　　　　　　　．，　　　　　　　　ρ9　　　　　　　ψ，　　　　　　φ9　　　　　　ψ，　　　　　ひφ　　　　ψψ　　　9ψ　　　9φ　　o，　9ψψψ“

畜
産
だ
よ
り

　
7
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
仔
牛
3
頭
、
育

成
牛
1
頭
出
品
し
て
ま
す
。
成
績
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
雌
の
部
（
仔
牛
）

　
青
芽
　
　
黒
田
成
光

　
　
き
こ
ひ
め
号
　
　
　
壱
等
賞

　
福
瀬
　
　
塩
月
孝

　
　
さ
と
み
号
　
　
　
　
弐
等
賞

去
勢
の
部
（
仔
牛
）

　
羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
　
勝
福
1
0
号
　
　
優
等
賞
四
席

　
団
体
成
績
　
　
1
位

児
湯
郡
市
共
進
会

雌
の
部
（
仔
牛
）

　
逼
迫
　
　
海
野
君
代

　
　
は
つ
ひ
で
号
　
　
　
弐
等
賞

育
成
の
部

　
寺
迫
　
　
黒
木
萬
好

　
　
く
み
や
す
号
　
　
　
壱
等
賞

　
　
　
・
b
－
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鵬まちのアルバム
日晒が奉仕作業

　町内の建設業者で組織する冠会（会長柏田和登）が、

このほど奉仕作業を行いました。

　奉仕作業を行ったのは小野田の上大谷の森林公園、

約lhaの面積を1日目げて、約40名で草刈りなどを行

いました。

　冠会では、年1回転ペースで奉仕作業を行っており、

今後も定期的に活動していきたいとのことでした。

馳・

…
“甜…醐……欄縣脚…

開

　凹・㎜・馴
脇鱒

…
髄

　　川を大切にしよう
6月30日㈱

　6月の環境月間にちなみ九州電力日向電導所では、

毎年鯉の稚魚放流を行っていますが、今年も梅雨の晴

れ間をぬって鯉の稚魚5000匹を耳川に放流しました。

　この日の放流には、福瀬小学校の児童36名と耳川漁

協の会員3名も協力、雨で増水した川に最初は恐る恐

る稚魚を放流していましたが、稚魚が残り少なくなる

と子ども達同士競うように放流していました。

　門川漁協の会員の方の話では、「鯉は川の浄化につな

がる」とのことでした。

嵯箋
ヘボ　　@ゆ　箋ii二

二
．

9・“　，・開欄剛

…
開開

聴㎝い聞

…

翻心館剣道部が活躍
7月1日

7月16日㈹
越表小学校でイカダ遊び

　坪谷小学校の1年生～6年生の児童達で構成している牧

心館剣道部（監督假屋　仁）が各種大会でめざましい活躍を

みせています。

　最近の主な大会結果では、団体戦で県北大会準優勝、宮崎

県大会第3位、入郷地区大会優勝、個人戦（三郷地区大会）

でも6年生の部で、三浦幸治君（準優勝）、三浦寿人君（3

位）5年生の部で、和田一幣君（優勝）、4年生の部で海野

智春君（3位）が上位入賞をするなどしています。

　牧心懸の会長を務める三浦律生さんに話を聞いたところ「今

までにこんな好成績をあげたことはない、この勢いで是非県大

会で優勝して欲しい」と抱負を語ってくれました。

　7月16日㈹午後2時から、越表小学校の1年生から6年生

までの児童10名が、小丸川で楽しいイカダ遊びを体験しました。これ

は、遊ぶ・知る・守るという3っのテーマを設定して取り組んでいる

環境教育の一貫として実施されたものです。

　学校では、普段から小丸川について調べたり、空きかん拾いや河

川清掃などの小丸川学習を続けており、今回は学社融合として、保

護者や地域の皆さんの応援で作られたイカダに、児童たちが思い思

いの飾り付けをして小丸川の清流に漕ぎ出し、遊びの体験をしたも

のです。

はε振蕪贈紺鵜謝峯獣先生ン／

　
　
“
締

　
　
ご

＼
心
・
．

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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タ
髪
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藩

▲題「だんごむしみつけた」

　小野田の

清家優樹くん（4歳）

父：清家良幸さん

母：　　昭子さん
○好きな食べ物は何ですか？

　メロン
○保育園での好きな遊び

　は何ですか？

　フフンコ

○大きくなったら何にな

　りたいですか？

　ウルトラマン

静　飯

　羽坂の

中井慎也くん（4歳）

父：中井　泉さん

母：　　房江さん

○好きな食べ物は何ですか？

　こ’はん

0保育園での好きな遊びは

　何ですか？

　ぶらんこ

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　消防自動車の運転手

㌦
銃
鵡

・煽

｢
叙
徳

難
聴
へ
　
、

湖
岸

ア「一」

蔑
　　　　麹顯圏■三態　ド

▲題「でんでんむしがいたよ」

駐
在
所
だ
よ
り

φφ卿ψ”
990

・
や
二
曹
壱
・
幸
寺
豪
尋
条
尋
条
尋
母
母
壱
尋
尋
条
条
尋
壱
尋
膏
壱
寺
壱
寺
壱
寺
壱
寺
寺
寺
尋
尋
名
義
条
条
条
条
条
条
条
条
条
条
叢
叢
三
条
　
　
φ

花を楽しんでください

　鶴野内の国道327号線沿

いにある「じゅん坂」には町

文化協会に所属する草花会

（会長木村喜一）の会員の

方々が、町内花いっぱい運

動の一環として、花壇を
作っています。

　この日は、途中雨のちら

つくあいにくの天候でした

が、サルビアやマリーゴー

ルドなどの苗を手際よく植

え付けしていました。

　会員の寺原郁夫さんは
「道行く人たちの美しい心

情を少しでも養うことがで

きたら喜ばしいことです」

と語ってくれました。

09
鯉鯉僧
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夏
の
地
域
安
全
運
動

　
8
月
1
日
㈲
～
8
月
3
1
日
㈹

　
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、
楽
し
い
夏
休

み
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
家
族
と
の
ふ
れ

あ
い
を
求
め
、
海
へ
、
山
へ
と
出
か
け
る

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
町
や
村
で
は
、
夏
祭
り
や
花
火
大
会

等
、
つ
い
心
も
開
放
的
に
な
り
が
ち
で

す
。
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
留
守
宅
を
ね
ら
っ
た
盗
難
事
件
や
性

的
犯
罪
の
増
加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
水
難
事
故
、
暴

走
族
の
出
没
、
少
年
非
行
の
増
加
等
、
大

人
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
防
犯
協
会
が
主
体
と
な
っ

て
「
地
域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
犯
罪
や
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
」
の
た
め
に
み
ん
な
で
協

力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
展
開
し
ま

し
ょ
う
。

☆
女
性
を
守
る
（
そ
の
一
）

　
チ
カ
ン
は
犯
罪
。
勇
気
と
大
声
を
出
し

て
！

　
も
し
、
チ
カ
ン
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
ら
…

○
屋
外
で
は
、
す
ぐ
に
公
衆
電
話
や
携
帯

電
話
で
1
1
0
番
を

　
ま
た
、
付
近
の
店
か
家
に
飛
び
込
ん
で

助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

○
電
車
内
で
は
勇
気
を
出
し
て
「
チ
カ
ン

よ
」
と
知
ら
せ
る
。

○
密
室
で
知
ら
な
い
男
性
と
2
人
き
り

に
な
る
よ
う
な
ス
キ
を
与
え
な
い
。

○
被
害
に
遭
っ
て
い
な
く
て
も
、
ど
ん
な

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
ま
ず
、
警
察
に
相
談

を
。○

防
犯
グ
ッ
ズ
は
、
今
や
女
性
の
必
需
品

で
す
。
恐
怖
で
大
声
を
出
せ
な
い
と
き
に

防
犯
ブ
ザ
ー
が
あ
れ
ば
大
き
な
音
を
簡

単
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
女
性
を
守
る
（
そ
の
2
）

　
ド
ラ
ッ
グ
で
や
せ
ら
れ
る
り
・
そ
れ
は

ウ
ソ
で
す
。

　
覚
醒
剤
等
薬
物
を
乱
用
す
る
女
性
が

増
え
て
い
ま
す
。
「
ス
リ
ム
に
な
れ
る
薬
」

な
ど
甘
い
言
葉
で
誘
わ
れ
て
も
、
絶
対
に

使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
度
の
つ
も
り

が
あ
な
た
の
一
生
を
台
無
し
に
し
ま
す
。

○
薬
物
は
や
せ
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

0
誘
わ
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を
。

○
薬
物
乱
用
に
関
す
る
こ
と
は
警
察
に

相
談
を
。

・
唱
子
ど
も
を
守
る
（
そ
の
一
）

　
あ
な
た
の
子
ど
も
に
魔
の
手
が
近
づ

い
て
い
ま
す
！

　
大
切
な
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

○
地
域
社
会
の
大
人
全
員
で
、
子
ど
も
を

守
る
。

○
子
ど
も
の
周
辺
を
う
ろ
つ
く
不
審
者

が
い
た
ら
、
ひ
と
声
か
け
る
。

〇
一
人
で
遊
ん
で
い
た
り
、
暗
く
な
る
ま

で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
ひ
と

声
か
け
る
。

○
子
ど
も
に
は
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て

い
か
な
い
よ
う
、
何
度
も
繰
り
返
し
教
え

る
。○

子
ど
も
に
「
こ
ど
も
一
】
O
番
の
家
」

を
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う
に
教
え
ま

し
ょ
う
。

・
子
ど
も
を
守
る
（
そ
の
2
）

　
子
ど
も
の
水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

”
つ
ノ
．

　
昨
年
は
夏
休
み
期
間
中
に
、
県
内
で
子

ど
も
（
中
学
生
以
下
）
の
水
難
事
故
が
4

件
発
生
し
、
3
名
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
4
件
は
、
海
が
1
件
で
川
が
2

件
、
用
水
路
が
1
件
で
す
。

　
今
年
こ
そ
水
難
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し

て
、
】
人
ひ
と
り
が
注
意
を
し
ま
し
よ
う
。

　
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

を
見
か
け
た
ら
「
ひ
と
声
か
け
て
」
地
域

ぐ
る
み
で
水
難
事
故
防
止
に
勤
め
ま

し
ょ
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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介
護
保
険
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
新
し
い
し
く
み
「
介
護
保
険
制
度
」
が

平
成
1
2
年
4
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
「
介
護
保
険
制
度
」
を
町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
最
寄
り
の
説
明
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
地
区
説
明
会
】

開
催
日

開
催
時
間

対
象
区

会
　
　
　
　
　
場

8
月
1
8
日
㈱

9
”
3
0
～
1
1
”
0
0

福
瀬
区
福
瀬
公
民
館

8
月
1
8
日
㈱

4
・
O
　
　
F
b
・
0
　
　
～
1
・
0
　
　
1
・
3

寺
迫
区
寺
迫
公
民
館

8
月
2
0
日
團
9
．
0
～
1
．
0
　
・
3
　
　
1
・
0

越
表
区
越
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

8
月
2
0
日
團

1
4
”
0
0
～
1
5
”
3
0

下
渡
川
区

下
渡
川
地
区
集
会
施
設

8
月
2
3
日
㈲

9
”
3
0
～
1
1
”
0
0

小
野
田
区

小
野
田
公
民
館

8
月
2
3
日
㈲

4
・
O
　
　
F
D
・
0
　
　
～
－
・
0
　
　
1
。
つ
0

鶴
野
内
区

鶴
野
内
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

8
月
2
6
日
㈱

9
”
3
0
～
1
1
　
0

坪
谷
区
坪
谷
地
区
多
目
的
集
会
施
設

8
月
2
6
日
㈱

」
4
。
0
　
　
「
D
。
0
　
　
～
－
・
0
　
　
1
・
3

仲
深
区
仲
深
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー

8
月
2
7
日
差

9
“
3
0
～
1
1
日
0
0

八
重
原
区

八
重
原
公
民
館

8
月
2
7
日
箇

4
。
O
　
　
P
b
・
0
　
　
～
－
。
0
　
　
1
・
つ
σ

迫
野
内
区

迫
野
内
地
区
多
目
的
研
修
施
設

8
月
3
0
日
㈲

9
…
3
0
～
1
1
”
0
0

羽
坂
区
羽
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

8
月
3
0
日
㈲

4
▲
・
O
　
　
P
O
。
0
　
　
～
－
・
0
　
　
1
・
3

田
野
区
田
野
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー

【
全
体
説
明
会
】

員 角 開

25 19 催

晶 昌 日

19 19

日
3
0
～
2
1
”

H
3
0
～
2
1
”

開
催
時
間

00 00

全 全 対
象

域 域 区

町 町
中 中
央 央
公 公 会
民 民
館 館
第 第
4 4

研 研
修 修
室 室 場

お
問
い
合
わ
せ
ば
…
東
郷
町
役
場
住
民
課
介
護
保
険
係
　
園
6
9
1
3
9
0
2
ま
で

○

、

介護保険制度解説⑪
　　　　　　一介護保険に関するQ＆A－
Q1・被保険者になると、自動的に被保険者証が郵送されてきますか？

A1・あなたの年齢によって違います。次の①、②のどちらかになります。

①あなたが65歳以上の場合

　　65歳になった時点で被保険者証を持っていてない場合には、自

　動的に送られてきます。

　つまり、65歳以上のすべての方が被保険者証を持つことになります。

②あなたが40歳から64歳までの医療保険加入者である場合

　　自動的には送られてきません。

　　被保険者証の交付を申請すると、交付されます。

　　被保険者証が自動的に発行されないからといって、あなたが被

　保険者でないということではありません。介護認定審査会に認定を

　申請し「要介護」「要支援」と認定されれば、被保険者証が交付

　され、介護保険を使うことができます。

Q2・「ケアマネジャー」ってよく聞きますが、何をする人ですか2

A2・「介護支援専門員」のことです。

　　介護認定審査会で、その人にどれだけの介護サービスが必要

　かを決めるわけですが、そのための調査を市町村に代わって行っ

　たり、認定後にその人がどんなサービスを受けるかの計画（ケアプ

　ランと言います。）を作ったりする介護の専門家です。

　　あなたやあなたの家族が介護サービスを受けようとする時に、い

　ろいろと相談にのってくれます。

Q3・介護保険では、費用の何割が自己負担ですかP

A3・あなたが介護保険を使ってサービスを受けられる方、つまり被

　保険者なち、基本的には費用の1割を負担すればよいことになります。

　　ただし、次の点に気をつけてください。

①施設に入居した時
　　・散髪代など日常生活に必要な費用は、全額自己負担です。

②施設に入らず、デイサービスや訪問看護などの在宅サービスを

　受ける時

　・あなたの「要介三度」によって、給付額の上限が決まっていま

　す。無制限に保険が使えるわけではありません。

　　・あなたが受けたいサービスでも、介護保険で費用負担しない

　サービスもあります。その分については、あなたが自分で費用を負

　嘱することになります。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

故
郷
の
　
渓
荒
く
し
て
　
砂
あ
ら
ず

岩
を
飛
び
飛
び
　
鮎
は
釣
り
に
き

　
東
郷
町
坪
谷
地
区
に
岩
神
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
す
が
、
欄
干
の
親
柱
に

あ
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
金
属
板
に
、

こ
の
歌
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
「
鮎
つ
り
の
思
い
出
」
と

い
う
連
作
（
二
十
五
首
）
の
中
の
一
首

で
、
第
十
五
歌
集
『
黒
松
』
に
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
の
生
家
は
渓
流
に
臨
ん
で
お

り
、
坪
谷
川
に
は
鮎
が
多
く
棲
ん
で

い
た
の
で
少
年
時
代
の
牧
水
は
そ
の

川
で
終
日
遊
び
、
よ
く
鮎
を
釣
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鮎
つ
り
に
つ
い
て
、
「
お
も
い

で
の
記
」
に
「
ふ
し
い
だ
の
時
季
が
過

ぐ
れ
ば
、
や
が
て
鮎
と
な
る
。
鮎
も
実

に
よ
く
捕
れ
た
。
多
く
は
共
釣
り
で
、

釣
る
と
言
う
よ
り
囮
の
尻
尾
に
つ
な

い
だ
針
に
引
っ
か
け
て
と
る
の
で
あ

る
が
、
わ
れ
わ
れ
子
供
で
す
ら
半
日

数
十
尾
を
釣
る
こ
と
が
出
来
た
。
渓

の
瀬
の
岩
か
ら
岩
へ
飛
び
渡
っ
て

釣
っ
て
歩
く
面
白
さ
は
今
考
え
て
も

身
体
が
む
ず
痒
く
な
る
。
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。

　
六
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

都
甲
欣
　
一

こ
の
歌
は
昭
和
二
年
、
牧
水
が
死
の

前
年
の
四
十
二
歳
の
時
に
詠
ん
だ
も

の
で
、
人
生
の
終
わ
り
に
あ
た
っ
て
、

ふ
る
さ
と
の
川
で
鮎
つ
り
を
楽
し
ん

だ
少
年
時
代
を
な
つ
か
し
く
思
い
お

こ
し
て
の
作
品
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
東
郷
町
歌
碑
め
ぐ
り
）

簸

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉



■
　
⑩
一

．
噛
コ

い
」

鞘｝’弓

ご
存
知
で
す
か

　
　
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
対
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

　
　
　
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
　
　
・
受
給
す
る
に
は
、
役
場
で
請
求
の

　
　
手
続
が
必
要
で
す
。

ン
・
受
給
幕
に
該
当
し
て
か
・
・
請

　
　
求
を
し
な
い
ま
ま
五
年
が
過
ぎ
る
と

ヨ
　
　
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
な
い
児
童
の
母
、
ま
た
は
父

が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

注
意
く
だ
さ
い
。

・
昨
年
8
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

未
婚
の
母
の
児
童
が
父
親
に
認
知
を

受
け
た
場
合
も
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
児

童
が
父
に
認
知
を
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方

は
役
場
で
認
定
請
求
を
行
う
と
、
翌

月
分
か
ら
手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

れ
ま
す
の
で
、
指
導
員
の
指
示
に
は

必
ず
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
古
紙
回
収
も
同
日
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て

は
8
月
1
6
日
㈲
、
1
7
日
㈹
の
両
日
は

ご
み
回
収
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
対

象
地
区
の
方
は
ご
み
を
出
さ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

み
る
さ
と
就
職
説
明
会

（
水
）
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▽
会
　
場
　
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
（
6
9

1
3
9
0
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　お知らせ

　　　　くi《（インフォメーシ

　　　東郷町職員採用試験のお知らせ
　東郷町職員採用試験を次のとおり実施します。

1．採用試験の種類、職種、採用予定人員及び職務の内容

計
量
器
定
期
検
査

種　類 職　種 採用予定人員 職　種　の　内　信

用　級
一般事務（A） 若　干　名 一般事務に従事します。

土　　木（B） 若　干　名 専門的業務に従事します。

羽
坂
不
燃
物
処
理
場
の

お
盆
の
開
放
日
に
つ
い
て

　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場
を
8
月
8
日

（
日
）
と
1
5
日
（
日
）
に
解
放
し
ま

す
。
時
間
は
通
常
通
り
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
。
混
雑
が
予
想
さ

2．受験資格
（1）学歴　学歴は問いません。

　（2）年齢　昭和45年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれた者。

3．欠格条項
次のいずれか一つに該当する者は受験できません。
（1）日本国籍を有しない者。

（2）禁治産者及び準禁治産者。

（3）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその
　　執行を受けることがなくなるまでの者。
（4）東郷町職員として懲戒免職処分を受け、当該処分の日から

　　2年を経過しない者。
（5）日本国憲法躯行の日以後において、日本国憲法又はその下

　　に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その
　　他の団体を結成し、又はこれに加入したもの。
4．試験の日時、場所及び合格発表

　
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
促
進
す
る

た
め
、
次
の
日
程
で
就
職
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者
　
地
元
企
業
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
者
及
び
そ
の
家
族
等

▽
日
時
平
成
1
1
年
8
月
1
1
日

試　験 試　験　の　日　時 試　験　場 合格発表

一次試験

平成11年9月19日（日）

ﾟ前8：00受付開始
@　8：10着席
@　8：30～12：30試験

宮崎県亜門川農業
s刳w校
潔P杵郡門川町
蜴囑蜷��魔Q680

10月中旬

二次試験
10月下旬に一次試験合
i者に対して行います

東郷町役場 11月下旬

　
今
年
度
計
量
器
定
期
検
査
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
計
量
器
、
バ
カ
リ
等
を
商
取
引
や

証
明
行
為
に
使
用
さ
れ
る
方
は
も
れ

な
く
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
8
月
2
5
日
（
水
）

　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▽
場
　
所
　
東
郷
町
役
場
玄
関
前

5．試験の方法
○一次試験～教養試験・専門試験（土木のみ）・作文試験（一
　　　　　　般事務のみ）
〇二次試験～人物試験（面接）・身体検査（健康状態について医
　　　　　　学的検査）

｛叢叢懇鱗木設詠楓土質力裳｝

6．受験手続
　①申込用紙の請求先及び提出先
　　　東郷町役場　総務課（郵便による申込用紙の請求・提出もできます）

　（2）受付期間　平成11年7月30日㈹～平成11年8月20日働

詳しくは東郷町役場総務課（倉69－3900）までお問い合わせください。

麗癖
継韓

嗣篶

心

配

こ

と

相

談

　‘　　吊
市司村錘興

’　　　‘　　　●　匿－

鞠9ア回全国臼治宝くじ

韓ジ叢叢響
の
！；綴8．

Il窪

：
巽

16等

1：薫

讐三
唱せん日＝8月18日｛ホ

1等2瞳円×B6本／甫蟄賃各5，㏄ゆ万円

サマージャンボ宝くしは通信賑売でもおまめに

どうぞご剰用下さい、

　　　　　璽
繍触翻璽

箸
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
7
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
寺
迫
の
新
保
ヒ
悪
子
さ
ん
か
ら

（
昭
典
さ
ん
・
7
0
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
谷
口
春
子
さ
ん
か
ら

（
幸
廣
さ
ん
・
5
3
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
黒
木
太
さ
ん
か
ら

（
モ
モ
エ
さ
ん
・
8
5
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
福
瀬
の
平
野
宇
市
さ
ん
、
越
表
の
後

藤
喜
一
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い
と
し
て
社

会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
“
昌
．

●

（
六
月
届
出
分
）

結
婚
お
幸
せ
に

（河奈 氏

野須

真高

｢行
名

日
向

八
重

住

市 原 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

新 黒 居 谷
氏

保 木
モ

軒 口

昭
モ

浪 幸

典 工 江 廣
名

70 85 85 53 年

歳 歳 歳 歳 齢

寺 羽 鶴 福 住

迫 坂
野
内 瀬 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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